
坂井市【鳥獣害対策】

（３）現状

（２）課題

（１）地域課題分野

電気柵などの対策により被害は減少傾向にあるが、⾼齢化が進む中で、地域による継続的な対策が困難に。
猟友会によるカラス討ちを実施しているが、猟友会の⾼齢化が進み、また担い⼿も不⾜している。

・住宅地にまでクマが出没
●クマの出没件数（Ｒ4年度）県全域︓314、福井・坂井︓76
・イノシシによる農作物・森林被害エリアの拡⼤ ・カラスによる園芸作物の被害拡⼤
●有害⿃獣による農作物被害状況（Ｒ4年度）被害⾯積︓2.92ha、被害⾦額︓3,514千円

（６）提供可能な資産・データ
猟友会との連携
実施・検証フィールドの提供

・防⽌柵の管理・点検の負担軽減策
・レーザー照射等による⿃獣の撃退・退避
・その他、追い払いにおける⼈⼿不⾜を補う技術・サービスの提案

（４）ステークホルダー
関係者・団体、関係市町・部署等 役割・立場
猟友会 ⽇々の⿃獣被害防⽌、有害⿃獣の駆除
近隣市町・近隣市町の猟友会 市境での⿃獣発⽣時の協⼒

（５）地域課題解決の糸口

［ ］①交通、［ ］②防災、［ ］③環境、［ ］④健康福祉、［ ］⑤産業、［ ✔ ］⑥農林水産、［ ］⑦教育、［ ］⑧行政、［ ］⑨観光・文化、［ ］⑩その他


